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発行

※ 広報活動の充実に努めます。

ホームページを毎月２回更新し、活動
情報をわかりやすくお知らせします。
皆様のご意見ご要望をお寄せ下さい。

このノートは…

　かならず読んで下さい
　　日常活動で生かして下さい
　　　ファイルをして残して下さい

各戸回覧して下さい。

本宮を迎えた高田井町 春日神社の秋祭り
子ども神輿は 和田町の八坂神社を出発し

まちを練り歩きます
ワッショイ ワッショイ 元気いっぱいの掛け声に
ゆく先々で 大きな拍手と 掛け声がかけられます
地域の人たちに支えられ 末永く この祭りを

伝えていけたらいいなあー
さあ 出発だ！

春日神社の秋祭り

西脇市 和田町子ども会



遊ぼう・学ぼう

　地域の子ども会の指導者・育成者、リーダーや子ども達を対象に、まち
歩き防災・減災学習会や災害時に備えた防災キャンプなどを実施しまし
た。子ども会で出来る地域の防災・減災活動の普及と定着を図り、子ども
会の活性化へとつながることを期待します。
　◆今年は、・尼崎市　・西宮市　・芦屋市　・猪名川町　・加古川市
　　　　　　�・播磨町　・たつの市　・上郡町　・洲本市　の ９市町で実

施しました。
　◆参加者は、�３２４名（子ども１５４名、高校生１７名、保護者２２名、子ども会

育成者・役員６４名、防犯パトロール隊 ３名、自治会役員 ８
名、ＮＰＯ団体職員 ３名、民生児童委員 ７名、青年リーダー
４３名、他 ３名）

時間 セッション 概要 準備物

13：30

はじまり
今日、何をするか
わかる時間

阪神大震災や台風による土砂
災害など、災害時のまちの様
子をスライドで紹介。さらに
語り部のお話を聞いて、防災
まちあるきに向けての意識を
高めたあと、活動の「ねら
い」「スケジュール」「心がま
え」等について説明し、活動
の流れについての理解を図り
ます。

□CDラジカセ（BGM用）× １
□パソコン× １
□PCプロジェクター× １
□スライドデータ（ppt）
□スクリーン× １
□ホワイトボード× １
□ホワイトボードマーカー
□キーワード紙芝居
□マグネット（適量）

14：00
みんなのことをわ
かる時間

ゲームを通して今日 1日、一
緒に活動をする仲間と自己紹
介の後、まちあるきのための
チームに分かれ、チームの名
刺をつくります。

□選択カード×一式
□チーム名刺カード×各グループ 5枚
□筆記用具×適量
　※ 1チーム ４～ 5人ずつ

14：30

まちを歩いて探険
する時間

大丈夫窓シートと、この界隈
の地図を持って、チームで50
分程まちを探険し、まちに災
害が起こっても大丈夫か、危
険なところはないか探しま
す。

□周辺地図×チーム数
□A 3ボード×チーム数
　※�厚手のパンフレット、段ボール等
下敷になるもので代用可

□�インスタントカメラ（チェキ等）
　×チーム数＋α
□フィルム　10枚入り 1パック
　×チーム数＋α
□大丈夫窓シート×チーム数
□筆記用具×チーム数

15：30
まちを歩いて見つ
けたものをまとめ
る時間

チームごとに見つけたものを
模造紙にまとめ、災害時に役
立つ施設、この界隈の避難
所、防災や避難生活で力に
なってくれそうな人や危険な
場所や様子に気づきます。

□模造紙×チーム数＋α
□水性マーカーセット×チーム数＋α
□セロテープ・のり等（適量）
□大丈夫窓シート×チーム数＋α
□周辺地図×チーム数＋α

15：50 まちを歩いて見つ
けたものをみんな
でわかちあう時間

チームごとに見つけたものを
全体に紹介しあって共有し、
さらに気づきを深めます。

□マイク

16：10 体験から感じたこ
とをふりかえり、
わかちあう時間

体験をふりかえり、そこでの
気づきから、これから実行し
ようと思うことをみんなでわ
かちあいます。

□ふりかえり用紙×人数分
□防災のための心得○箇条×チーム数

16：30 おしまいの時間
ちょっとだけお話
を聞く時間

まとめのお話をします。

※時間はめやすです

スケジュール

一．日ごろから、みんなで町をきれいにしておこう！
二．家の中も整理、整頓しておこう！
三．油断をしないように、生活に大事なものを常に備えておこう！
四．一日一回家族と話をしよう！
五．町の人に、困りごとがないか、自分から声をかけよう！
六．自分のまちを、もっとよく知ろう！
七．今日の体験を、友達や弟、妹にお話ししよう！

自分の町のことを、子どもたちの目線で知り、人と人とをつなぐ、
「まちあるき」今度は皆さんのまちで取り組んでみませんか？
子どもたちとの楽しい一日と、新しい発見が待っています。
さあ「たんけん！はっけん！ほっとけん！」

こころ
がけよう! 子どもたちによる

　　「防災のこころえ七か条！」

子
ど
も会でまなぼうさい

チームごとに見つけたものを模造紙にまとめ、災害時に役立つ施設、この界隈の避難所、防
災や避難生活で力になってくれそうな人や危険な場所や様子に気づきます。

チームごとに見つけたものを全体に紹介しあって共有し、さらに気づきを深めます。

体験をふりかえり、そこでの気づきから、これから実行しようと思うことをみんなでわかち
あいます。

阪神大震災や台風による土砂災害など、災害時のまちの様子をスライドで紹介。さらに
語り部のお話を聞いて、防災まちあるきに向けての意識を高めたあと、活動の「ねらい」
「スケジュール」「心がまえ」等について説明し、活動の流れについての理解を図ります。

ゲームを通して今日 1日、一緒に活動をする仲間と自己紹介の後、まちあるきのための
チームに分かれ、チームの名刺をつくります。

大丈夫窓シートと、この界隈の地図を持って、チームで50分程まちを探険し、まちに災
害が起こっても大丈夫か、危険なところはないか探します。
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但馬ブロック

豊岡市：佐野育成会
野外調理実習

丹波ブロック

丹波市：小野尻子ども会親子であまごつかみ

淡路ブロック

洲本市：鮎原下子ども会
夏のお楽しみ会

子ども ▶　�企画、食材の内容の検討、準備、調理、後片付け

大　人 ▶　�食材手配のフォロー、予算管理、安全管理

感　想 ▶　�このような機会でしか見られない子ども達の楽

しそうな顔が見ることが出来てうれしかった。

不器用でイライラすることもあるが、先々と口

をださない忍耐力が必要だと思った。

子ども ▶　�おやつの買い出し、司会進行、お茶・おやつの配布

大　人 ▶　�子どものサポート

感　想 ▶　�大人が先回りして何でもするのではなく、子ども達

の自立性を養わせるために子ども達に任せてみて、

困った時にサポートする姿勢が大切だと思った。地

域の方々とのふれあいの場を絶やすことなく、行事

にも積極的に参加し続くようにしていきたい。

子ども ▶　�企画、司会進行、講師先生へのお礼

大　人 ▶　�活動のサポート

感　想 ▶　�子ども達が集まって協力し合うと色々な事が出来

ると思った。子ども達がのびのびと、そして活動

もしっかり実践できるように見守る事が必要だと

思った。地域のつながりを大切にする気持ちを育

てていきたい。

中播磨ブロック

姫路市：田井子ども会夏祭り

子ども ▶　�企画、準備、会場設営、模擬店の運営

大　人 ▶　�買い出し、お金の管理、子どもの手伝い

感　想 ▶　�工作が得意な子、苦手な子等いろんな子が

いるが、協力しながらそれぞれ自分が出来

る事を見つけて取り組んでおり感心した。

経験の少ない子どもたちに全てを投げかけ

ても難しく、ある程度方向性を示してあげ

ることが必要だと思った。

中播磨ブロック

姫路市：西脇子ども会
相撲大会

子ども ▶　�準備、司会進行、行司、後片付け

大　人 ▶　�進行補助、安全面の見守り、準備、後片付け

感　想 ▶　�子ども達が自分たちで仕事の分担を決めたり、準

備している姿が頼もしく見えうれしかった。今回

は、 ６年生に企画、準備、進行を任せたが、小さ

い子にも役割を与えてみんなで協力して進行して

も良いのではと思った。

但馬ブロック

豊岡市：新田地区子ども会育成連絡協議会夏休みみんなでラジオ体操

子ども ▶　�企画、ＰＲ活動、司会進行

大　人 ▶　�景品の手配、会場準備、各区での参加

呼びかけ

感　想 ▶　�たくさんの方が参加してくれてうれし

かった。子ども達と一緒に楽しみなが

ら参加・運営することが必要だと思っ

た。地域・地区行事へ積極的に参加し、

地域の方々と交流する機会をつくって

いきたいと思った。

“子どもの手による子ども会”

子どもたちが子ども会活動に主体的に参加し、子ども自身が企画運営する子ども会活動を目指した取り組み
を支援する事業です。平成２9年度は１80の子ども会で取り組んでいます。
子ども同士が話し合うことで、コミュニケーション能力が育ち、人と協力して助け合うことを覚えます。大人
は、子どもたちが考えて創る活動を見守り、励まし、育んでください。
それぞれの地域で取り組んだ活動事例を紹介します。（平成２9年度の取り組みから）
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子ども会・耳より情報

子ども会育成者支援事業 平 成 30 年 度 か ら 実 施

夢のある地域の実現に向けて

未来の子ども会のカタチをつくろう！
近畿各府県の子ども会が共同で取り組んでいます

こんなことが
期待できます

子ども会育成者
カードの発行

こんなことを
考えています

●地域で日常の子ども会活動の活性化
●�子ども会指導者・育成者・リーダー
の育成や会員の増強
●�地域のつながり（ソーシャルキャピ
タル）の構築

●�子ども会に登録した単位子ど
も会に「子ども会SHOWN
カード」を 1枚発行します。
●�子ども会活動ハンドブックを
配布します。

※�子ども会ハンドブックは、子ども会のねらいや、活動、運営などについて、また、子ども会活動を
応援していただくの施設や団体、企業の一覧と、支援の内容を載せています。育成者カードと一緒
にご利用ください。
※子ども会に加入して「よかった！」と、喜ばれる活動を目指しています。
※平成３０年度からの実施を目指し準備を進めています。

●「まちの お！ “宝” 発見まち歩き」
　�子ども会の社会性、協調性、ふるさとを愛する心の育成や、コミュ
ニケ―ション力、生きる力（問題解決能力）を高め、社会の一員と
して地域活動に参加し、地域社会の子として認知されることをねら
いとしたプログラムです。
●�単位子ども会で「まちあるきシート」を持ち、身近な町のお宝（ひ
と、もの、ことがら、自然など）を探すまち歩きです。感性を養い、
自分の町のよさを発見し、ふるさと意識を醸成します。出会った人
にインタビューし、地域のつながりを再構築するとともに、子ども
会の認知度を高めます。

第 ４ 回集団指導者研修会開催のお知らせ

つながりが元気にするまちづくり
　地域活動を支える指導者の資質向上に向けた研修会を開催し、魅力ある多

様な活動づくりや人材育成に取り組みます。この研修会を 3回受講していた

だくと修了書を授与し、県子連講師団「まちづくり講師」に登録し、研修会

などの講師として活躍いただきます。

　第 ４回目は

　●�期　間：平成30年 1 月13日（土）～14日（日）

　●�場　所：シーサイドホテル舞子ビラ（神戸市垂水区）

　●対　象：�子ども会や地域青少年活動の指導者・育成者で ２年以上の経験

者

　●�テーマ：「企画の基本をまなぼう」

子どもの体験活動における「ケガ防止対策」指導者講習会開催のお知らせ
日　　時：平成３０年 １ 月２１日（日）

場　　所：姫路市立山陽中学校（姫路市延末１０３－ １ ）

対　　象：�子ども会活動の指導者・育成者、ボランティア活動として活躍する高校生以上の方で、「けが防

止対策」の正しい理解と技術の習得、その普及に関心のある方

募集人数：６０名

参 加 費：１，０００円（※子ども会会員は無料）（参加費には、お弁当代、お茶代、テキスト、資料が含まれる）

主 催：�公益社団法人全国子ども会連合会　一般社団法人兵庫県子ども会連合会

　　　　　�姫路市子ども会連合会

後 援：�兵庫県　兵庫県教育委員会　姫路市　姫路市教育委員会

内 容：�①参加者への安全対策　　②健康管理　　③ケガの種類と発生要因／ケガと応急処置

　　　　　�④ケガをしないための食事　　⑤ウオーミングアップとクールダウンなど

お問い合わせ、申し込み：一般社団法人兵庫県子ども会連合会（０７８－２２１－４０８１）

２９年度近畿地区子ども会ジュニア・リーダー大会が開催されました

自然と生きる！　仲間と生きる！　子ども会のジュニ
アリーダー
　近畿各府県から中学生、高校生のジュニア・リーダーが豊岡市平田自然村

に集い、ジュニアリーダー大会を実施しました。参加したリーダーは、日頃

の活動成果を発揮し、互いに学びあい、これからの活動への意欲を高め、近

畿の子ども会リーダーの絆を育みました。

　●期　日： ８月１１日（金）～13日（日）　 ２泊 ３日

　●場　所：平田自然村（豊岡市但東町平田）

　●参加者：近畿府県から中学生、高校生の子ども会リーダー　２０名

第 ３回集団指導者研修会（ ９月 ９日
開催の様子）
�15名が修了証が授与されました。
�子ども会の活動を伝え、地域に応援
団をつくろう！

仲間と一緒に考えよう
　たゆまぬ研鑽、 楽しい活動
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ひょうごユースケアネット　ほっとらいん相談

○実施日時 月・火・水・金・土曜日（週 5 回）
10：00〜12：00＆13：00〜16： 00
※上記が祝日及び年末年始（12/29〜 1 / 3 ）　
にあたる場合はお休みです。

○専用ダイヤル （078）977-7555
※専門スタッフによる電話相談のみです。
※相談料は無料です。

児童虐待24時間ホットライン
中央こども家庭センター　　TEL 078-921-9119

西宮こども家庭センター　　TEL 079-874-9119

神戸市こども家庭センター　TEL 078-382-2525
（児童虐待夜間休日相談　TEL 078-382-1900）

姫路こども家庭センター　　TEL 079-294-9119

豊岡こども家庭センター　　TEL 0796-22-9119

みな様、ご協力ありがとうございました
　 7月24日～ 9月29日の期間、皆様にご協力をお願いをし、多くの募金をお預かりしました。お寄せいただいた義援金は、公

益社団法人全国子ども会連合会を通じ、被災された子ども会の活動に活用していただくよう送金いたしました。

　みな様のご協力、ありがとうございました。

尼崎市子ども会連絡協議会、西宮市子ども会協議会、芦屋市子ども会連絡協議会、伊丹市子ども会連絡協議会、宝塚市子ども

会連絡協議会、三田市子ども会連絡協議会、西脇市：鹿野町子ども会、三木市子ども会連絡協議会、小野市子ども会連絡協議

会、姫路市子ども会、連合会、福崎町：駅前子ども会、神谷子ども会、新町子ども会、西治子ども会、板坂子ども会、山崎子

ども会、長野子ども会、福田子ども会、吉田子ども会、辻川子ども会、出屋敷子ども会、桜子ども会、田口子ども会、大門子

ども会、中島子ども会、鍛冶屋子ども会、八反田子ども会、西光寺子ども会、庄子ども会、赤穂市：南宮町子ども会、太子町

子ども会連絡協議会、佐用町子ども会連絡協議会、淡路ブロック子ども会連絡協議会、ヨデンイクユウカイ、一般社団法人兵

庫県子ども会連合会� （敬称略）

事  務  局

〒651－0062　神戸市中央区坂口通 2 丁目 1 番 1 号
　県福祉センター内　一般社団法人兵庫県子ども会連合会

　育成会ノート係
　　ＴＥＬ　078－221－4081　078－230－9667　ＦＡＸ　078－230－9670
　　月～金（ 9：00～17：00）　e-mail　aar16910@par.odn.ne.jp
　　　　　　　　　　　　　http://www.kodomo-kai.or.jp/hyogo/

有限会社 岸本出版印刷は「未来の子ども会のカタチプロジェクト」を応援しています。

この育成会ノート「あそぼう」は地域で回覧し、皆さん
でご覧下さい。

県子ども会連合会

主な予定
12月～ 3 月（平成30年）

１２月１０日（日） 第 ５回子ども会オセロ大会（神戸市中央区）
１月１３日（土）～１４日（日） 第 ４回集団指導者研修会（神戸市垂水区）
１月２1日（日） 子どもの体験活動における「けが防止対策」指導者

講習会（姫路市）
１月２４日（水） 第４２回理事会（神戸市中央区）
２月２３日（金）～２５日（日） 全国子ども会育成中央会議（滋賀県大津市）

近畿地区子ども会連絡協議会（同上）
３月 ３日（土） 第４３回理事会（神戸市中央区）

第１３回総会（同上）

平成２９年度九州豪雨災害義援金 500,000 円
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